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創立７０周年を期に新たなスタ－ト

　母校飯南高等学校卒業生の皆様、全国
各地でご活躍のことお慶び申し上げます。
母校は昭和23年８月、川本農林高等学校
赤名分校として開校され、昭和38年に島
根県立飯南高等学校として独立し、以来
幾多の困難を乗り越え今年度創立70周年
を迎えました。その間、校訓である「自
立」「友愛」「進取」「創造」のもと、地域

に根ざした高等教育、人材育成の拠点として着実に発展し
てきたことは喜びに堪えません。卒業生も4,600人超とな
り、全国各地で活躍されています。申すまでもなくこの間、
島根県、飯南町をはじめ歴代の教職員の皆様の多大なご支
援とご尽力なくしては70周年を迎えることはできなかった
と感じています。
　そのようなすべてに感謝し、80周年、100周年へ向かって
新たな再出発を誓うために、去る10月20日、学校創立70

周年記念式典を多くのご来賓の皆様にご臨席いただき厳粛
に挙行いたしました。
　これからに目を向けると、母校をとりまく環境は近年顕
著になっている少子化の影響で厳しさを増していきます。
私たち卒業生はそれぞれの立場でしっかり支え、応援して
いかなければいけないと強く感じています。どうか深いご
理解を心からお願いいたします。
　例年この会報「鵬雲」は10月前後に発行していましたが
本年は記念式典終了後に発行することとしたために大変遅
くなりましたが、ご理解をお願いします。会費の納入に加
えて、卒業生名簿の作成にあたっては、広告、支援金に多
大な協力をいただき心より御礼申し上げます。また飯南町
内にお住まいの会員の皆様にはこれまで、地区役員の皆様
から会報を手渡し、会費をお願いしていました。今回から
すべての会員様に会報と会費の振込用紙を郵送し、会費を
納入いただくこととしました。ご理解とご協力くださいま
すようお願い申し上げます。
　母校の限りない発展を心から祈念するとともに、会員の
皆様のご健勝ご活躍をお祈りいたします。
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催
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。
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。
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。
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平成29年度進学合格状況
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平成29年度就職内定状況
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事業所名等 合格者数
公
務
員
等

平成29年度 鵬雲会会報発行会計決算書
収入科目

繰　越　金
会　　　費
繰　入　金
雑　　　入
合　　　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A） 摘　　　　　　　要
前年度繰越金
町内 1,208,750円　県内（除く町内）117,000円　県外 379,000円
  
貯金利子等  

2,697,304
1,000,000

0
96

3,697,400

2,697,304
1,704,750

0
22

4,402,076

0
704,750

0
▲ 74

704,676

支出科目
会報印刷費
会報発行費

飯南高校支援費
予　備　費
合　　　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A） 摘　　　　　　　要
会報印刷費  
鵬雲会報発行・発送費など　　　　　　　　  

150,000
350,000

2,197,400
1,000,000
3,697,400

147,744
307,539

0
0

455,283

▲ 2,256
▲ 42,461

▲ 2,197,400
▲ 1,000,000
▲ 3,242,117

収入総額　4,402,076 円－支出総額　455,283 円＝差引　3,946,793 円（平成 30 年度へ繰り越し）

（単位：円）

平成30年度 鵬雲会会報発行会計予算書
収入科目

繰　越　金
会　　　費
繰　入　金
雑　　　入
合　　　計

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B） 摘　　　　　　　要
前年度繰越金  
会費収入  
  
貯金利子

3,946,793
1,000,000

0
20

4,946,813

2,697,304
1,000,000

0
96

3,697,400

1,249,489
0
0

▲ 76
1,249,413

支出科目
会報印刷費
会報発行費

飯南高校支援費
飯南高校70周年事業費
予　備　費
合　　　計

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B） 摘　　　　　　　要
会報印刷費  
会報発行費　　　　  
支援内容は会長、校長で協議 

150,000
350,000

2,200,000
1,500,000

746,813
4,946,813

150,000
350,000

2,197,400
0

1,000,000
3,697,400

0
0

2,600
1,500,000

▲ 253,187
1,249,413

（単位：円）

鵬雲会積立金　平成29年度末積立金額　 2,809,935円　平成30年度末積立金額　 2,910,435円（見込み）

平成30年度 鵬雲会会計予算書
収入科目

繰　越　金
入　会　金
町 補 助 金
雑　収　入

計

支出科目

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B）

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B）

摘　　　　　　　要

摘　　　　　　　要

前年度繰越金
191人×12月×＠300円/月

貯金利息、模擬店売上収入

ＰＴＡに事務委託
鵬雲祭負担金
積立金会計繰入

総会・役員会経費
卒業記念品（名簿・印章）
鵬雲祭模擬店出店経費 

88,238
687,600

0
100,162
876,000

88,663
666,000

0
120,337
875,000

△ 425
21,600

0
△ 20,175

1,000

359,000

252,000
130,000
100,000

0
35,000

876,000

359,000

252,000
130,000
100,000

0
34,000

875,000

0

0
0
0
0

1,000
1,000

運営活動費

事務委託費
負　担　金

記念行事積立金
飯南高校教育支援費
予　備　費

計

（単位：円）

平成29年度 鵬雲会会計決算書
収入科目

繰　越　金
入　会　金
町 補 助 金

支出科目

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A）

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A）

摘　　　　　　　要

（単位：円）

摘　　　　　　　要

前年度繰越金
のべ2,165月×＠300円/月
飯南高校教育支援費

ＰＴＡに事務委託
鵬雲祭負担金
積立金会計繰入
立木伐採経費               

総会・役員会経費　　　　60,783円
卒業記念品（名簿・印章）　93,800円
鵬雲祭模擬店出店経費　126,243円
過年度会費返金　　　  　25,200円
慶弔費　　　　　　 　　　5,000円

88,663
666,000

0

88,663
649,500

1,793,016

0
△ 16,500
1,793,016

359,000

252,000
130,000
100,000

0
34,000

875,000

311,026

252,000
130,000
100,000

1,793,016
0

2,586,042

△ 47,974

0
0
0
0

△ 34,000
1,711,042

収入総額　2,674,280円－支出総額　2,586,042円＝差引　88,238円（次年度へ繰り越し）
鵬雲会積立金　平成28年度末積立金額　2,709,356円　平成29年度末積立金額　2,809,935円

鵬雲祭模擬店売上収入　103,000円
第12期卒業生からの寄付　32,000円
貯金利息　1円　　過年度会費収入  8,100円

雑　収　入

計

120,337

875,000

143,101

2,674,280 1,799,280

22,764

運営活動費

事務委託費
負　担　金

記念行事積立金
飯南高校教育支援費

予　備　費
計

島根県警察
飯南町役場
美郷町役場

事業所名等 内定者数

民
間
企
業

オージェイケイ株式会社島根工場
島根イーグル株式会社
株式会社出雲村田製作所
株式会社丸八ポンプ製作所
日本郵便株式会社中国支社
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社中電工
京阪バス株式会社

　
母
校
の
存
続
発
展
に
向
け
、
全
国
の
卒
業
生
に
飯
南
高
校
を
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Ｒ
し
、
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を
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よ
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ま
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献
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上
げ
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す
。
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会費納入のお願い

　そのようなすべてに感謝し、80周年、100周年へ向かって
新たな再出発を誓うために、去る10月20日、学校創立70

　母校の限りない発展を心から祈念するとともに、会員の
皆様のご健勝ご活躍をお祈りいたします。

 創立７０周年記念式典
平成３０年１０月２０日（土）

茨城大学
宇都宮大学
島根県立大学
県立広島大学
日本経済大学
立命館アジア太平洋大学
鳥取看護大学
広島文化学園大学
広島都市学園大学
美作短期大学
中国短期大学
比治山大学短期大学部
浜田医療センター付属看護専門学校
松江総合ビジネスカレッジ
島根リハビリテーション学院
出雲医療看護専門学校
リハビリテーションカレッジ島根
京都外国語専門学校
大阪アニメーションカレッジ
岡山医療福祉専門学校
穴吹調理製菓専門学校
穴吹動物専門学校
代々木アニメーション学院
広島コンピュータ専門学校
広島ビューティーアート専門学校
広島会計学院専門学校
広島リゾート＆スポーツ専門学校
島根県立高等技術校
島根職業能力開発短期大学校

1
1
1
1
1
1
1
1

　飯南高校体育館にて創立70周年記念式典を開催したところ、50名近い来賓の方々がお越しくださ
いました。保護者の皆様・生徒・教職員合わせて300名を超える参列者となり、厳かな雰囲気の中、
執り行われました。
　創立70周年記念事業実行委員長として鵬雲会会長 小野覺氏から挨拶が行われ、島根県教育委員会 
高橋泰幸様、飯南町長 山碕英樹様からご祝辞をいただきました。アトラクションでは、飯南神楽団に
よる「山姥」が上演され、本校在校生・卒業生が多く出演しました。生徒の活躍には目を見張るもの
があり、伝統が若者に受け継がれていることを実感できる、学校と地域が一体となったとても良いア
トラクションでした。
　11月には飯南高等学校卒業生会名簿「鵬雲」が出来上がり、創立70周年記念誌は今年度中に完成
します。また、環境整備事業として、念願の屋外用トイレが今春完成予定です。

飯南神楽団「山姥」飯南町長　山碕 英樹様 祝辞
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回
戦
　
飯
南
　
１

－

３
　
大
田

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
大
田

　《
男
子
・
女
子
個
人
》
出
場

【
各
種
大
会
記
録
】

●
ス
キ
ー

・
平
成
29
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権

大
会（
１
／
12
〜
14
）【
国
体
・
全
国
選
抜
大
会
出
場
】

　《
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
》
１
位
・
２
位
・
３
位

　《
男
子
大
回
転
》
２
位

・
第
59
回
中
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　（
１
／
23
〜
25
）

　《
男
子
大
回
転
》
６
位
　
入
賞

《
男
子
回
転
》《
男
子
フ
リ
ー
》《
男
子
ク
ラ
シ

カ
ル
》
出
場

・
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　（
２
／
４
〜
８
）
出
場

・
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
２
／
16
〜
19
）
出
場

・
第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
（
２
／
25
〜
28
）
出
場

・
第
25
回
中
国
高
等
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会

　（
３
／
16
〜
18
）
出
場

・
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ペ
ン
（
３
／
17
〜
20
）
出
場

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
第
69
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
島
根
県
予
選
（
４
／
21
〜
22
）【
優
勝 

中
国

大
会
出
場
】

　
１
回
戦
　
飯
南
　
26

－

16
　
松
江
工
業

　
準
決
勝
　
飯
南
　
25

－

19
　
松
江
東

　
決
　
勝
　
飯
南
　
22

－

19
　
江
津

・
第
69
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
（
５
／
11
〜
13
）

　
１
回
戦

　
　
飯
南
　
10

－
９
　
広
島
修
道
（
広
島
３
位
）

　
２
回
戦

　
　
飯
南
　
18

－
29
　
倉
敷
商
業
（
岡
山
３
位
）

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
新
人
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
（
11
／
10
〜
11
）

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
22

－

20
　
松
江
工
業

　
　
準
決
勝
　
飯
南
　
13

－

21
　
松
江
南

　
　
３
位
決
定
戦

　
　
　
　
　
　
飯
南
　
11

－

15
　
江
津

　
　
第
４
位

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
島
根
県
予
選（
４
／
13
〜
15
）【
ベ
ス
ト
８
】

　《
予
選
リ
ー
グ
》

　
　
飯
南
　
２

－

０
　
浜
田
商
業

　
　
飯
南
　
２

－

０
　
江
津

　《
予
選
リ
ー
グ
決
定
戦
》

　
　
飯
南
　
２

－

１
　
松
江
南

　《
２
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
戦
》

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
安
来
　

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
智
翠
館

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
松
江
商
業

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
（
11
／
16
〜
18
）

　《
１
回
戦
》
飯
南
　
０

－

２
　
出
雲
農
林

あ
る
の
で
し
ょ
う
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
、
夏
休
み
返
上
で
取
り
組
ん
で
く

れ
る
卒
業
生
を
本
当
に
誇
り
に
思
い
ま

す
。

　
校
内
で
の
こ
の
夏
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
吹
奏
楽
部
の
中
国
大
会
二
年
連
続
金

賞
受
賞
で
す
。
中
学
時
代
か
ら
顔
見
知
り

同
士
の
お
ら
が
町
自
慢
の
バ
ン
ド
は
、
小

編
成
の
部
で
県
大
会
を
三
年
連
続
の
最
優

秀
賞
で
飾
り
、
次
い
で
昨
年
に
続
き
中
国

地
区
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
25
名
と
は
思
え
な
い
迫
力

で
聴
衆
を
引
き
つ
け
、
ホ
ー
ル
一
杯
に
飯

南
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
伝

統
あ
る
報
道
部
は
11
年
連
続
の
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
、
そ
の
他
の
文
化
部
及
び

運
動
部
も
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
28
年
度
に
整
備
い
た
だ

い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
は
じ
め
、
部
活
動
の
練
習
場
所
な

ど
の
環
境
を
継
続
し
て
整
備
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
練
習
施
設
を
大
切
に
使
い
さ

ら
に
充
実
し
た
部
活
動
に
な
る
よ
う
に
生

徒
と
も
ど
も
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
飯
南
町
は
人
口
減
が
続
き
、
出
生
者
数

も
限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

飯
南
高
校
は
鵬
雲
会
の
皆
さ
ん
や
飯
南
町

の
物
心
両
面
に
わ
た
る
大
き
な
ご
支
援
に

応
え
る
べ
く
元
気
を
出
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。い
つ
で
も
爽
や
か
な
風
が
吹
き
、

鵬
が
羽
ば
た
く
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
飯
南
高
校
の
全
校
生
徒
数
は
２
０
０
名

前
後
の
維
持
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
前
向
き
で
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
努
力
を
怠
ら
な

い
生
徒
の
入
学
を
待
ち
望
む
と
こ
ろ
で

す
。整
備
い
た
だ
い
た
教
育
環
境
の
も
と
、

今
後
は
授
業
の
質
を
評
価
し
て
も
ら
い
、

中
学
生
に
と
っ
て
本
校
が
目
標
と
な
る
存

在
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
鵬
雲
会
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
飯
南
高
校
の
魅
力
を
発
信

頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
鵬
雲
会
の
皆
様
に
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
本
年
度
も
会
費
納
入
と
と
も

に
多
額
の
浄
財
を
頂
戴
し
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
10
月
20
日
、
本
校
は
創
立
七
十
周

年
の
節
目
の
日
を
迎
え
記
念
式
典
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
抜
け
る
よ
う
な

青
空
の
も
と
、
多
く
の
来
賓
の
方
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
中
に
も
厳
粛
な

式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
式
典
後
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
飯
南
神
楽
団
の
皆
様
に

よ
る
壮
麗
な
神
楽
の
舞
を
生
徒
共
々
鑑
賞

で
き
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
七
十
周
年
事
業
で
は
、

本
年
度
中
を
目
標
に
記
念
誌
の
発
刊
と
屋

外
用
ト
イ
レ
の
増
築
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
飯
南
高
校
の
全
校
生
徒
数
は
１
９

１
名
で
す
。
こ
こ
数
年
県
内
の
町
外
出
身

の
生
徒
数
の
増
加
が
続
き
、
さ
ら
に
県
外

生
の
数
は
三
学
年
で
23
名
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
本
年
度
は
、
地
元
飯
南

町
出
身
の
生
徒
と
町
外
生
徒
と
の
割
合
が

ほ
ぼ
半
々
に
な
り
新
た
な
飯
南
高
校
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
昨
年
度
本
校

を
巣
立
っ
た
卒
業
生
が
中
心
と
な
り
、
地

域
に
恩
返
し
す
る
頼
も
し
い
鵬
雲
会
会
員

の
若
者
た
ち
が
い
ま
す
。
自
分
た
ち
を

from
 I

と
名
付
け
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
通

常
は
他
地
域
に
住
み
な
が
ら
、
飯
南
町
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。昨
年
に
続
き
、

飯
南
町
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
子
ど
も

体
験
教
室
を
開
催
し
た
り
、
町
民
対
象
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
ま
さ
に
手
弁
当
で

企
画
運
営
し
た
り
と
町
の
活
性
化
に
大
活

躍
で
す
。
高
校
時
代
に
鵬
雲
会
の
先
輩
方

に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
の
気
持
ち
も

校 

長
　
　秦
　
　勉

飯
南
の
風
『
七
十
周
年
』
に
爽
や
か
に
吹
く

●
自
転
車

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
自
転
車
競
技
選

手
権
大
会
（
４
／
29
）

　《
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
女
子
》　
１
位

・
第
50
回
中
国
地
域
高
等
学
校
対
抗
自
転
車
競
技

選
手
権
大
会
（
６
／
10
）

　《
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》　
出
場

　《
女
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》　
４
位

・
平
成
30
年
度
中
国
地
域
高
等
学
校
対
抗
自
転
車

競
技
大
会
（
６
／
16
〜
17
）

《
男
子
ケ
イ
リ
ン
》《
女
子
ス
プ
リ
ン
ト
》

《
女
子
２
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ

シ
ュ
ー
ト
》《
女
子
５
０
０
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
》　
出
場
　

・
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　（
８
／
３
〜
７
）【
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
】

《
女
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》《
女
子
ポ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
》　
出
場

・
第
73
回
国
民
体
育
大
会
　
福
井
国
体
２
０
１
８

（
９
／
25
〜
28
）【
国
体
出
場
】

《
男
子
ケ
イ
リ
ン
》《
男
子
チ
ー
ム
・
ス
プ
リ
ン

ト
》
出
場

《
女
子
ス
ク
ラ
ッ
チ
》《
女
子
チ
ー
ム
・
ス
プ
リ

ン
ト
》
出
場

●
陸
上

・
平
成
30
年
度
全
山
陰
陸
上
（
４
／
29
）

《
男
子
　
２
０
０
ｍ
》《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出

場
・
平
成
30
年
度
島
根
県
選
手
権
陸
上
（
５
／
５
）

　《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出
場

・
第
22
回
２
０
１
８
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
（
８
／
19
）　
出
場

・
第
64
回
島
根
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

（
９
／
16
）

　《
１
０
０
ｍ
》《
４
０
０
ｍ
》　
出
場

●
テ
ニ
ス

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
個
人
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
（
４
／
28
〜
29
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
32
　
２
名

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
16
　
１
ペ
ア

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
個
人
の
部
）
出
雲
地
区
予
選
（
８
／
18
〜
19
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
５
名
【
県
大
会
出
場
】

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
１
ペ
ア
【
県
大
会
出
場
】

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
個
人
の
部
）（
９
／
15
〜
16
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
８
　
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16
　
１
名

　【
中
国
大
会
出
場
】

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
16
　
１
ペ
ア

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
団
体
の
部
）（
11
／
３
〜
４
）

　
第
４
位

・
第
12
回
中
国
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

　（
11
／
17
〜
18
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
２
名
　
出
場

●
卓
球

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

島
根
県
予
選
（
４
／
27
〜
29
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
１

－

３
　
益
田

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
松
江
南

　《
男
女
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大

会
（
９
／
７
〜
９
）

　《
男
女
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
卓
球
新
人
大
会

（
11
／
９
〜
11
）

《
男
女
・
団
体
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》

出
場

●
剣
道

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大
会

島
根
県
予
選
（
４
／
21
〜
22
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
２

－

３
　
島
根
中
央

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

４
　
松
江
農
林

　《
男
子
個
人
》
ベ
ス
ト
32
　
１
名【中

国
大
会
出
場
】

　《
女
子
個
人
》
出
場

・
第
64
回
中
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大
会

　（
６
／
１
〜
２
）

　《
男
子
個
人
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大

会　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
●
飯
南（
４
人
残
し
）松
江
高
専
〇

　《
女
子
団
体
》

　
　
２
回
戦
　
●
飯
南
（
大
将
戦
）
矢
上
〇

　《
男
女
・
個
人
》
出
場

●
野
球

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球
大
会

地
区
予
選
（
４
／
20
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
　
３

－

10
　
大
東

・
平
成
30
年
度
出
雲
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

　（
５
／
25
〜
26
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
５

－

４
　
大
社

　
２
回
戦
　
飯
南
　
２

－

７
　
出
雲
商
業

・
第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根

大
会
（
７
／
17
）

　
２
回
戦
　
飯
南
　
６

－

７
　
松
江
南

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
一
次

大
会
（
９
／
15
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

15
　
矢
上

・
平
成
30
年
度
島
根
県
出
雲
地
区
高
校
野
球
１
年

生
大
会
（
10
／
13
〜
14
）

　
２
回
戦

　
　
飯
南
・
出
雲
工
業
合
同
チ
ー
ム
　
０

－

３
　
出
雲
西

◆
文
化
部
活
動
・
大
会
記
録

●
吹
奏
楽
部

・
第
59
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大

会
　
高
等
学
校
小
編
成
の
部
（
８
／
11
）

【
金
賞
・
最
優
秀
賞
受
賞
　
中
国
大
会
出
場
】

・
第
59
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

　
高
等
学
校
小
編
成
の
部
（
８
／
26
）【

金
賞
受
賞
】

●
報
道
部

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
松
江
地
区
大
会
（
５
／
29
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
１
位

　【
県
大
会
出
場
】

　《
朗
読
部
門
》　
出
場

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
島
根
県
大
会
（
６
／
15
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
６
位　【

全
国
大
会
出
場
】

　《
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
》　
５
位

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
（
７
／
23
〜
26
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
出
場

・
第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
２
０
１
８

信
州
総
文
祭
（
８
／
９
〜
10
）

【
全
国
大
会
出
場
】

　《
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門
》　
出
場

・
第
22
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
部

門
島
根
県
大
会
（
10
／
30
〜
31
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》
出
場

　《
朗
読
部
門
》
奨
励
賞

　《
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
》
４
位

【
中
国
大
会
出
場
】

●
自
然
科
学
部

・
第
21
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科

学
部
門
実
験
観
察
研
修
会
（
６
／
８
〜
９
）

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
文
連
自
然
科
学
部
門 

研

究
発
表
会
（
11
／
９
〜
10
）

　
優
良
賞

●
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

・
青
少
年
赤
十
字
春
季
協
議
会
（
６
／
12
）

・
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
募
金
活
動
（
８
／
30
）

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
活
動
（
10
／
１
）

・
青
少
年
赤
十
字
秋
季
協
議
会
（
11
／
６
）

●
書
道
同
好
会

・
平
成
30
年
度
高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　（
６
／
９
）

　
秀
作
　
１
名

・
第
51
回
島
根
県
高
校
書
道
展
（
10
／
25
〜
28
）

　
全
国
総
文
祭
推
薦
作
品
　
１
名【

全
国
大
会
出
場
】

　
奨
励
賞
　
１
名

●
茶
道
同
好
会

・
裏
千
家
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
合
同
研
修
会

　（
８
／
５
）

・
あ
か
ぎ
の
里
納
涼
茶
会
（
８
／
８
）

平
成
30
年
度
部
活
動
報
告

○
寮
の
魅
力
化

　
今
年
度
、
飯
南
高
校
に
は
町
外
・
県
外
出

身
の
生
徒
が
97
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
学
生
寮
（
月
根
尾
寮
）
で
生
活
す
る
生

徒
は
50
名
以
上
で
、
全
校
の
約
３
分
の
１
を

占
め
て
い
ま
す
。
集
団
生
活
の
中
で
、
規
則

正
し
い
生
活
や
学
習
習
慣
の
定
着
な
ど
自
立

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
教

員
だ
け
で
な
く
、
炊
事
員
さ
ん
や
休
日
の
嘱

託
舎
監
さ
ん
等
地
域
の
方
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
寮
生
活
以
外
で
は
、
半
夏
ま
つ
り
や
地
域

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ま
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、『
は
や
し
こ
』
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
寮
生

か
ら
は
「
地
域
全
体
が
家
族
の
よ
う
だ
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
行
事
を
通
し
て
、
学
校
生
活
と
は
ま
た

違
っ
た
面
か
ら
住
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
さ
、

飯
南
町
の
良
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
N
H
K
の
番
組
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
寮
生
の
良
い
笑
顔
を
全
国
的
に
広
報
す

る
こ
と
が
で
き
、
飯
南
高
校
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

飯
南
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ＮＨＫ総合テレビ『鶴瓶の家族に乾杯』に
飯南高校が登場！

○
生
徒
に
よ
る
魅
力
の
発
信

　
飯
南
高
校
で
は
魅
力
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
自
身
に
よ
る
発
信
と

し
て
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
森
の
学
校
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
等
の
企
画
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
飯
南
高
校
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
『
学
校
案
内
』

の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
生
徒
会
を
中
心
に
構
成
か
ら
業
者
打
合
せ
ま

で
、
全
て
の
工
程
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
誰
も
が
手
に
取
り
や
す
い
小
冊
子
」
を
目
指
し
て
、
紙
の
材
質
に
も

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Q
R
コ
ー
ド
等
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
琴
引
山
・
も
り
の
す
等
の
写
真
で
、
飯
南
町
の
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る
工
夫
も

し
ま
し
た
。
学
校
説
明
会
や
学
校
評
議
員
会
等
の
各
種
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
、

県
外
説
明
会
で
も
４
０
０
部
ほ
ど
配
布
し
ま
し
た
。
生
徒
に
よ
る
高
校
・
地
域
の
魅

力
発
信
の
機
会
が
増
え
、
広
報
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
11
月
末
現
在
）

　夏休みが終わり学園祭準備期間に入った土曜日の午後、本校にあの
超有名人がやってきました。しかも、全くアポなしの突然の訪問でした。
県外から生徒が多数やってきているという情報を町内で聞いた笑福亭
鶴瓶さんが、本校に興味を持って訪ねてくることになったのです。テ
レビでも放映されたように、たまたま校内にいた職員が対応し、校長先生の許可を得てから月根尾寮の食堂に入ってもらいま
した。館内放送で生徒に案内をして食堂に集まるよう呼びかけたところ、残っていた全員がやってきてくれました。
　20 人の生徒を相手にするという状況でも鶴瓶さんは全く動じることなく、終始笑いに包まれた、とても和やかな雰囲気を作っ
てくれました。残念ながら、ここでのやりとりの全ては放映されませんでしたが、話を次々に振って全員から話を引き出して
いく様子はまさに「出会いの天才」の真骨頂を見たように思いました。
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◆
運
動
部
大
会
記
録

【
県
高
校
総
体
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
　
男
子
第
２
位
・
女

子
第
８
位
・
総
合
５
位
　
敢
闘
賞
受
賞
！
】

●
ス
キ
ー

平
成
29
年
度
ス
キ
ー
【
男
子
団
体
１
位
　
全
競
技

全
国
大
会
出
場
】

・
ア
ル
ペ
ン
競
技
（
１
／
４
〜
５
）

　《
男
子
回
転
》　
１
位

　《
男
子
大
回
転
》
１
位
・
２
位

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
１
／
10
〜
12
）

　《
男
子
フ
リ
ー
》　
　
１
位
・
２
位
・
３
位

　《
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
》
１
位
・
２
位
・
３
位

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
６
／
１
〜
２
）【
準
優
勝
】

　
準
決
勝
　
飯
南
　
24

－

15
　
松
江
高
専

　
決
　
勝
　
飯
南
　
21

－

38
　
江
津

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
５
／
25
〜
26
）【
ベ
ス
ト
８
】

　
２
回
戦
　
飯
南
　
２

－

０
　
隠
岐
島
前

　
３
回
戦
　
飯
南
　
２

－

１
　
出
雲
商
業

　
準
々
決
勝
　
飯
南
　
０

－

２
　
大
社

●
自
転
車
（
５
／
25
〜
27
）

【
男
女
共
に
中
国
大
会
出
場
】

・
男
子

《
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
》《
ス
ク
ラ
ッ
チ
》

《
ス
プ
リ
ン
ト
》《
ケ
イ
リ
ン
》《
４
㎞
速
度
競
走
》

１
位

《
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
》
２
位

《
３
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
シ
ュ
ー
ト
》

３
位

・
女
子

《
５
０
０
ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
》《
ス
プ
リ
ン

ト
》《
２
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
シ
ュ
ー

ト
》《
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》
１
位

●
陸
上
（
５
／
26
〜
27
）

《
男
子
　
１
０
０
ｍ
》《
男
子
　
２
０
０
ｍ
》

《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出
場

●
テ
ニ
ス
（
５
／
31
〜
６
／
１
）

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
浜
田

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
16
　
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
32
　
１
名

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

●
卓
球
（
５
／
31
〜
６
／
１
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
１

－

３
　
大
社

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
松
江
農
林

　《
男
女
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

●
剣
道
（
６
／
１
〜
２
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
１

－

３
　
大
田

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
大
田

　《
男
子
・
女
子
個
人
》
出
場

【
各
種
大
会
記
録
】

●
ス
キ
ー

・
平
成
29
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権

大
会（
１
／
12
〜
14
）【
国
体
・
全
国
選
抜
大
会
出
場
】

　《
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
》
１
位
・
２
位
・
３
位

　《
男
子
大
回
転
》
２
位

・
第
59
回
中
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　（
１
／
23
〜
25
）

　《
男
子
大
回
転
》
６
位
　
入
賞

《
男
子
回
転
》《
男
子
フ
リ
ー
》《
男
子
ク
ラ
シ

カ
ル
》
出
場

・
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　（
２
／
４
〜
８
）
出
場

・
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
２
／
16
〜
19
）
出
場

・
第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
（
２
／
25
〜
28
）
出
場

・
第
25
回
中
国
高
等
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会

　（
３
／
16
〜
18
）
出
場

・
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ペ
ン
（
３
／
17
〜
20
）
出
場

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
第
69
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
島
根
県
予
選
（
４
／
21
〜
22
）【
優
勝 

中
国

大
会
出
場
】

　
１
回
戦
　
飯
南
　
26

－

16
　
松
江
工
業

　
準
決
勝
　
飯
南
　
25

－

19
　
松
江
東

　
決
　
勝
　
飯
南
　
22

－

19
　
江
津

・
第
69
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
（
５
／
11
〜
13
）

　
１
回
戦

　
　
飯
南
　
10

－

９
　
広
島
修
道
（
広
島
３
位
）

　
２
回
戦

　
　
飯
南
　
18

－

29
　
倉
敷
商
業
（
岡
山
３
位
）

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
新
人
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
（
11
／
10
〜
11
）

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
22

－

20
　
松
江
工
業

　
　
準
決
勝
　
飯
南
　
13

－

21
　
松
江
南

　
　
３
位
決
定
戦

　
　
　
　
　
　
飯
南
　
11

－

15
　
江
津

　
　
第
４
位

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
島
根
県
予
選（
４
／
13
〜
15
）【
ベ
ス
ト
８
】

　《
予
選
リ
ー
グ
》

　
　
飯
南
　
２

－

０
　
浜
田
商
業

　
　
飯
南
　
２

－

０
　
江
津

　《
予
選
リ
ー
グ
決
定
戦
》

　
　
飯
南
　
２

－

１
　
松
江
南

　《
２
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
戦
》

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
安
来
　

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
智
翠
館

　
　
飯
南
　
０

－

２
　
松
江
商
業

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
（
11
／
16
〜
18
）

　《
１
回
戦
》
飯
南
　
０

－

２
　
出
雲
農
林

あ
る
の
で
し
ょ
う
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
、
夏
休
み
返
上
で
取
り
組
ん
で
く

れ
る
卒
業
生
を
本
当
に
誇
り
に
思
い
ま

す
。

　
校
内
で
の
こ
の
夏
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
吹
奏
楽
部
の
中
国
大
会
二
年
連
続
金

賞
受
賞
で
す
。
中
学
時
代
か
ら
顔
見
知
り

同
士
の
お
ら
が
町
自
慢
の
バ
ン
ド
は
、
小

編
成
の
部
で
県
大
会
を
三
年
連
続
の
最
優

秀
賞
で
飾
り
、
次
い
で
昨
年
に
続
き
中
国

地
区
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
25
名
と
は
思
え
な
い
迫
力

で
聴
衆
を
引
き
つ
け
、
ホ
ー
ル
一
杯
に
飯

南
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
伝

統
あ
る
報
道
部
は
11
年
連
続
の
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
、
そ
の
他
の
文
化
部
及
び

運
動
部
も
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
28
年
度
に
整
備
い
た
だ

い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
は
じ
め
、
部
活
動
の
練
習
場
所
な

ど
の
環
境
を
継
続
し
て
整
備
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
練
習
施
設
を
大
切
に
使
い
さ

ら
に
充
実
し
た
部
活
動
に
な
る
よ
う
に
生

徒
と
も
ど
も
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
飯
南
町
は
人
口
減
が
続
き
、
出
生
者
数

も
限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

飯
南
高
校
は
鵬
雲
会
の
皆
さ
ん
や
飯
南
町

の
物
心
両
面
に
わ
た
る
大
き
な
ご
支
援
に

応
え
る
べ
く
元
気
を
出
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。い
つ
で
も
爽
や
か
な
風
が
吹
き
、

鵬
が
羽
ば
た
く
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
飯
南
高
校
の
全
校
生
徒
数
は
２
０
０
名

前
後
の
維
持
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
前
向
き
で
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
努
力
を
怠
ら
な

い
生
徒
の
入
学
を
待
ち
望
む
と
こ
ろ
で

す
。整
備
い
た
だ
い
た
教
育
環
境
の
も
と
、

今
後
は
授
業
の
質
を
評
価
し
て
も
ら
い
、

中
学
生
に
と
っ
て
本
校
が
目
標
と
な
る
存

在
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
鵬
雲
会
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
飯
南
高
校
の
魅
力
を
発
信

頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
鵬
雲
会
の
皆
様
に
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
本
年
度
も
会
費
納
入
と
と
も

に
多
額
の
浄
財
を
頂
戴
し
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
10
月
20
日
、
本
校
は
創
立
七
十
周

年
の
節
目
の
日
を
迎
え
記
念
式
典
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
抜
け
る
よ
う
な

青
空
の
も
と
、
多
く
の
来
賓
の
方
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
中
に
も
厳
粛
な

式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
式
典
後
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
飯
南
神
楽
団
の
皆
様
に

よ
る
壮
麗
な
神
楽
の
舞
を
生
徒
共
々
鑑
賞

で
き
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
七
十
周
年
事
業
で
は
、

本
年
度
中
を
目
標
に
記
念
誌
の
発
刊
と
屋

外
用
ト
イ
レ
の
増
築
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
飯
南
高
校
の
全
校
生
徒
数
は
１
９

１
名
で
す
。
こ
こ
数
年
県
内
の
町
外
出
身

の
生
徒
数
の
増
加
が
続
き
、
さ
ら
に
県
外

生
の
数
は
三
学
年
で
23
名
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
本
年
度
は
、
地
元
飯
南

町
出
身
の
生
徒
と
町
外
生
徒
と
の
割
合
が

ほ
ぼ
半
々
に
な
り
新
た
な
飯
南
高
校
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
昨
年
度
本
校

を
巣
立
っ
た
卒
業
生
が
中
心
と
な
り
、
地

域
に
恩
返
し
す
る
頼
も
し
い
鵬
雲
会
会
員

の
若
者
た
ち
が
い
ま
す
。
自
分
た
ち
を

from
 I

と
名
付
け
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
通

常
は
他
地
域
に
住
み
な
が
ら
、
飯
南
町
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。昨
年
に
続
き
、

飯
南
町
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
子
ど
も

体
験
教
室
を
開
催
し
た
り
、
町
民
対
象
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
ま
さ
に
手
弁
当
で

企
画
運
営
し
た
り
と
町
の
活
性
化
に
大
活

躍
で
す
。
高
校
時
代
に
鵬
雲
会
の
先
輩
方

に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
の
気
持
ち
も

校 

長
　
　秦
　
　勉

飯
南
の
風
『
七
十
周
年
』
に
爽
や
か
に
吹
く

●
自
転
車

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
自
転
車
競
技
選

手
権
大
会
（
４
／
29
）

　《
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
女
子
》　
１
位

・
第
50
回
中
国
地
域
高
等
学
校
対
抗
自
転
車
競
技

選
手
権
大
会
（
６
／
10
）

　《
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》　
出
場

　《
女
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》　
４
位

・
平
成
30
年
度
中
国
地
域
高
等
学
校
対
抗
自
転
車

競
技
大
会
（
６
／
16
〜
17
）

《
男
子
ケ
イ
リ
ン
》《
女
子
ス
プ
リ
ン
ト
》

《
女
子
２
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ

シ
ュ
ー
ト
》《
女
子
５
０
０
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
》　
出
場
　

・
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　（
８
／
３
〜
７
）【
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
】

《
女
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》《
女
子
ポ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
》　
出
場

・
第
73
回
国
民
体
育
大
会
　
福
井
国
体
２
０
１
８

（
９
／
25
〜
28
）【
国
体
出
場
】

《
男
子
ケ
イ
リ
ン
》《
男
子
チ
ー
ム
・
ス
プ
リ
ン

ト
》
出
場

《
女
子
ス
ク
ラ
ッ
チ
》《
女
子
チ
ー
ム
・
ス
プ
リ

ン
ト
》
出
場

●
陸
上

・
平
成
30
年
度
全
山
陰
陸
上
（
４
／
29
）

《
男
子
　
２
０
０
ｍ
》《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出

場
・
平
成
30
年
度
島
根
県
選
手
権
陸
上
（
５
／
５
）

　《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出
場

・
第
22
回
２
０
１
８
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
（
８
／
19
）　
出
場

・
第
64
回
島
根
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

（
９
／
16
）

　《
１
０
０
ｍ
》《
４
０
０
ｍ
》　
出
場

●
テ
ニ
ス

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
個
人
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
（
４
／
28
〜
29
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
32
　
２
名

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
16
　
１
ペ
ア

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
個
人
の
部
）
出
雲
地
区
予
選
（
８
／
18
〜
19
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
５
名
【
県
大
会
出
場
】

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
１
ペ
ア
【
県
大
会
出
場
】

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
個
人
の
部
）（
９
／
15
〜
16
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
８
　
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16
　
１
名

　【
中
国
大
会
出
場
】

　《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》
ベ
ス
ト
16
　
１
ペ
ア

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
新
人
大

会
（
団
体
の
部
）（
11
／
３
〜
４
）

　
第
４
位

・
第
12
回
中
国
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

　（
11
／
17
〜
18
）

　《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》
２
名
　
出
場

●
卓
球

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

島
根
県
予
選
（
４
／
27
〜
29
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
１

－

３
　
益
田

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

３
　
松
江
南

　《
男
女
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大

会
（
９
／
７
〜
９
）

　《
男
女
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
卓
球
新
人
大
会

（
11
／
９
〜
11
）

《
男
女
・
団
体
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
》

出
場

●
剣
道

・
平
成
30
年
度
中
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大
会

島
根
県
予
選
（
４
／
21
〜
22
）

　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
２

－

３
　
島
根
中
央

　《
女
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

４
　
松
江
農
林

　《
男
子
個
人
》
ベ
ス
ト
32
　
１
名【中

国
大
会
出
場
】

　《
女
子
個
人
》
出
場

・
第
64
回
中
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大
会

　（
６
／
１
〜
２
）

　《
男
子
個
人
》
出
場

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大

会　《
男
子
団
体
》

　
　
１
回
戦
　
●
飯
南（
４
人
残
し
）松
江
高
専
〇

　《
女
子
団
体
》

　
　
２
回
戦
　
●
飯
南
（
大
将
戦
）
矢
上
〇

　《
男
女
・
個
人
》
出
場

●
野
球

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球
大
会

地
区
予
選
（
４
／
20
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
　
３

－

10
　
大
東

・
平
成
30
年
度
出
雲
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

　（
５
／
25
〜
26
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
５

－

４
　
大
社

　
２
回
戦
　
飯
南
　
２

－

７
　
出
雲
商
業

・
第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根

大
会
（
７
／
17
）

　
２
回
戦
　
飯
南
　
６

－

７
　
松
江
南

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
一
次

大
会
（
９
／
15
）

　
１
回
戦
　
飯
南
　
０

－

15
　
矢
上

・
平
成
30
年
度
島
根
県
出
雲
地
区
高
校
野
球
１
年

生
大
会
（
10
／
13
〜
14
）

　
２
回
戦

　
　
飯
南
・
出
雲
工
業
合
同
チ
ー
ム
　
０

－

３
　
出
雲
西

◆
文
化
部
活
動
・
大
会
記
録

●
吹
奏
楽
部

・
第
59
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大

会
　
高
等
学
校
小
編
成
の
部
（
８
／
11
）

【
金
賞
・
最
優
秀
賞
受
賞
　
中
国
大
会
出
場
】

・
第
59
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

　
高
等
学
校
小
編
成
の
部
（
８
／
26
）【

金
賞
受
賞
】

●
報
道
部

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
松
江
地
区
大
会
（
５
／
29
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
１
位

　【
県
大
会
出
場
】

　《
朗
読
部
門
》　
出
場

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
島
根
県
大
会
（
６
／
15
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
６
位　【

全
国
大
会
出
場
】

　《
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
》　
５
位

・
平
成
30
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
（
７
／
23
〜
26
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　
出
場

・
第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
２
０
１
８

信
州
総
文
祭
（
８
／
９
〜
10
）

【
全
国
大
会
出
場
】

　《
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門
》　
出
場

・
第
22
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
部

門
島
根
県
大
会
（
10
／
30
〜
31
）

　《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》
出
場

　《
朗
読
部
門
》
奨
励
賞

　《
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
》
４
位

【
中
国
大
会
出
場
】

●
自
然
科
学
部

・
第
21
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科

学
部
門
実
験
観
察
研
修
会
（
６
／
８
〜
９
）

・
平
成
30
年
度
島
根
県
高
文
連
自
然
科
学
部
門 

研

究
発
表
会
（
11
／
９
〜
10
）

　
優
良
賞

●
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

・
青
少
年
赤
十
字
春
季
協
議
会
（
６
／
12
）

・
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
募
金
活
動
（
８
／
30
）

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
活
動
（
10
／
１
）

・
青
少
年
赤
十
字
秋
季
協
議
会
（
11
／
６
）

●
書
道
同
好
会

・
平
成
30
年
度
高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　（
６
／
９
）

　
秀
作
　
１
名

・
第
51
回
島
根
県
高
校
書
道
展
（
10
／
25
〜
28
）

　
全
国
総
文
祭
推
薦
作
品
　
１
名【

全
国
大
会
出
場
】

　
奨
励
賞
　
１
名

●
茶
道
同
好
会

・
裏
千
家
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
合
同
研
修
会

　（
８
／
５
）

・
あ
か
ぎ
の
里
納
涼
茶
会
（
８
／
８
）

平
成
30
年
度
部
活
動
報
告

○
寮
の
魅
力
化

　
今
年
度
、
飯
南
高
校
に
は
町
外
・
県
外
出

身
の
生
徒
が
97
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
学
生
寮
（
月
根
尾
寮
）
で
生
活
す
る
生

徒
は
50
名
以
上
で
、
全
校
の
約
３
分
の
１
を

占
め
て
い
ま
す
。
集
団
生
活
の
中
で
、
規
則

正
し
い
生
活
や
学
習
習
慣
の
定
着
な
ど
自
立

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
教

員
だ
け
で
な
く
、
炊
事
員
さ
ん
や
休
日
の
嘱

託
舎
監
さ
ん
等
地
域
の
方
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
寮
生
活
以
外
で
は
、
半
夏
ま
つ
り
や
地
域

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ま
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、『
は
や
し
こ
』
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
寮
生

か
ら
は
「
地
域
全
体
が
家
族
の
よ
う
だ
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
行
事
を
通
し
て
、
学
校
生
活
と
は
ま
た

違
っ
た
面
か
ら
住
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
さ
、

飯
南
町
の
良
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
N
H
K
の
番
組
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
寮
生
の
良
い
笑
顔
を
全
国
的
に
広
報
す

る
こ
と
が
で
き
、
飯
南
高
校
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

飯
南
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ＮＨＫ総合テレビ『鶴瓶の家族に乾杯』に
飯南高校が登場！

○
生
徒
に
よ
る
魅
力
の
発
信

　
飯
南
高
校
で
は
魅
力
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
自
身
に
よ
る
発
信
と

し
て
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
森
の
学
校
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
等
の
企
画
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
飯
南
高
校
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
『
学
校
案
内
』

の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
生
徒
会
を
中
心
に
構
成
か
ら
業
者
打
合
せ
ま

で
、
全
て
の
工
程
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
誰
も
が
手
に
取
り
や
す
い
小
冊
子
」
を
目
指
し
て
、
紙
の
材
質
に
も

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Q
R
コ
ー
ド
等
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
琴
引
山
・
も
り
の
す
等
の
写
真
で
、
飯
南
町
の
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る
工
夫
も

し
ま
し
た
。
学
校
説
明
会
や
学
校
評
議
員
会
等
の
各
種
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
、

県
外
説
明
会
で
も
４
０
０
部
ほ
ど
配
布
し
ま
し
た
。
生
徒
に
よ
る
高
校
・
地
域
の
魅

力
発
信
の
機
会
が
増
え
、
広
報
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
11
月
末
現
在
）

　夏休みが終わり学園祭準備期間に入った土曜日の午後、本校にあの
超有名人がやってきました。しかも、全くアポなしの突然の訪問でした。
県外から生徒が多数やってきているという情報を町内で聞いた笑福亭
鶴瓶さんが、本校に興味を持って訪ねてくることになったのです。テ
レビでも放映されたように、たまたま校内にいた職員が対応し、校長先生の許可を得てから月根尾寮の食堂に入ってもらいま
した。館内放送で生徒に案内をして食堂に集まるよう呼びかけたところ、残っていた全員がやってきてくれました。
　20 人の生徒を相手にするという状況でも鶴瓶さんは全く動じることなく、終始笑いに包まれた、とても和やかな雰囲気を作っ
てくれました。残念ながら、ここでのやりとりの全ては放映されませんでしたが、話を次々に振って全員から話を引き出して
いく様子はまさに「出会いの天才」の真骨頂を見たように思いました。
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創立７０周年を期に新たなスタ－ト

　母校飯南高等学校卒業生の皆様、全国
各地でご活躍のことお慶び申し上げます。
母校は昭和23年８月、川本農林高等学校
赤名分校として開校され、昭和38年に島
根県立飯南高等学校として独立し、以来
幾多の困難を乗り越え今年度創立70周年
を迎えました。その間、校訓である「自
立」「友愛」「進取」「創造」のもと、地域

に根ざした高等教育、人材育成の拠点として着実に発展し
てきたことは喜びに堪えません。卒業生も4,600人超とな
り、全国各地で活躍されています。申すまでもなくこの間、
島根県、飯南町をはじめ歴代の教職員の皆様の多大なご支
援とご尽力なくしては70周年を迎えることはできなかった
と感じています。
　そのようなすべてに感謝し、80周年、100周年へ向かって
新たな再出発を誓うために、去る10月20日、学校創立70

周年記念式典を多くのご来賓の皆様にご臨席いただき厳粛
に挙行いたしました。
　これからに目を向けると、母校をとりまく環境は近年顕
著になっている少子化の影響で厳しさを増していきます。
私たち卒業生はそれぞれの立場でしっかり支え、応援して
いかなければいけないと強く感じています。どうか深いご
理解を心からお願いいたします。
　例年この会報「鵬雲」は10月前後に発行していましたが
本年は記念式典終了後に発行することとしたために大変遅
くなりましたが、ご理解をお願いします。会費の納入に加
えて、卒業生名簿の作成にあたっては、広告、支援金に多
大な協力をいただき心より御礼申し上げます。また飯南町
内にお住まいの会員の皆様にはこれまで、地区役員の皆様
から会報を手渡し、会費をお願いしていました。今回から
すべての会員様に会報と会費の振込用紙を郵送し、会費を
納入いただくこととしました。ご理解とご協力くださいま
すようお願い申し上げます。
　母校の限りない発展を心から祈念するとともに、会員の
皆様のご健勝ご活躍をお祈りいたします。

事
務
局
よ
り

鵬雲会会長
小野　覺

　
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
鵬

雲
会
総
会
で
昨
年
度
の
会
務
・

会
計
報
告
の
後
、
今
年
度
の
会

務
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
「
鵬
雲
」
を
会
員
の
皆

様
に
お
届
け
し
ま
す
。
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
鵬
雲
」
に
対
し
て
ご
意
見
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
の
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
平
成
30
年
度
鵬
雲
会
役
員

会
　
長
　
小
野
　
　
覺（
第
４
期
）

副
会
長
　
澤
田
　
秀
樹（
第
７
期
）

副
会
長
　
伊
藤
志
津
江（
第
12
期
）

副
会
長
　
和
田
　
真
一（
第
20
期
）

副
会
長
　
秦
　
　
　
勉（
校
　
長
）

平成29年度進学合格状況

１
１
３
１
１
１
１
３
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
２
２
１

校種 学　　校　　名 合格者数

国
公
立
大
学

私
立
大
学

私
立
短
期
大
学

専
　
門
　
学
　
校
　
等

平成29年度就職内定状況

1
1
1

事業所名等 合格者数
公
務
員
等

平成29年度 鵬雲会会報発行会計決算書
収入科目

繰　越　金
会　　　費
繰　入　金
雑　　　入
合　　　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A） 摘　　　　　　　要
前年度繰越金
町内 1,208,750円　県内（除く町内）117,000円　県外 379,000円
  
貯金利子等  

2,697,304
1,000,000

0
96

3,697,400

2,697,304
1,704,750

0
22

4,402,076

0
704,750

0
▲ 74

704,676

支出科目
会報印刷費
会報発行費

飯南高校支援費
予　備　費
合　　　計

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A） 摘　　　　　　　要
会報印刷費  
鵬雲会報発行・発送費など　　　　　　　　  

150,000
350,000

2,197,400
1,000,000
3,697,400

147,744
307,539

0
0

455,283

▲ 2,256
▲ 42,461

▲ 2,197,400
▲ 1,000,000
▲ 3,242,117

収入総額　4,402,076 円－支出総額　455,283 円＝差引　3,946,793 円（平成 30 年度へ繰り越し）

（単位：円）

平成30年度 鵬雲会会報発行会計予算書
収入科目

繰　越　金
会　　　費
繰　入　金
雑　　　入
合　　　計

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B） 摘　　　　　　　要
前年度繰越金  
会費収入  
  
貯金利子

3,946,793
1,000,000

0
20

4,946,813

2,697,304
1,000,000

0
96

3,697,400

1,249,489
0
0

▲ 76
1,249,413

支出科目
会報印刷費
会報発行費

飯南高校支援費
飯南高校70周年事業費
予　備　費
合　　　計

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B） 摘　　　　　　　要
会報印刷費  
会報発行費　　　　  
支援内容は会長、校長で協議 

150,000
350,000

2,200,000
1,500,000

746,813
4,946,813

150,000
350,000

2,197,400
0

1,000,000
3,697,400

0
0

2,600
1,500,000

▲ 253,187
1,249,413

（単位：円）

鵬雲会積立金　平成29年度末積立金額　 2,809,935円　平成30年度末積立金額　 2,910,435円（見込み）

平成30年度 鵬雲会会計予算書
収入科目

繰　越　金
入　会　金
町 補 助 金
雑　収　入

計

支出科目

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B）

予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A－B）

摘　　　　　　　要

摘　　　　　　　要

前年度繰越金
191人×12月×＠300円/月

貯金利息、模擬店売上収入

ＰＴＡに事務委託
鵬雲祭負担金
積立金会計繰入

総会・役員会経費
卒業記念品（名簿・印章）
鵬雲祭模擬店出店経費 

88,238
687,600

0
100,162
876,000

88,663
666,000

0
120,337
875,000

△ 425
21,600

0
△ 20,175

1,000

359,000

252,000
130,000
100,000

0
35,000

876,000

359,000

252,000
130,000
100,000

0
34,000

875,000

0

0
0
0
0

1,000
1,000

運営活動費

事務委託費
負　担　金

記念行事積立金
飯南高校教育支援費
予　備　費

計

（単位：円）

平成29年度 鵬雲会会計決算書
収入科目

繰　越　金
入　会　金
町 補 助 金

支出科目

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A）

予算額（A） 決算額（B） 増減（B－A）

摘　　　　　　　要

（単位：円）

摘　　　　　　　要

前年度繰越金
のべ2,165月×＠300円/月
飯南高校教育支援費

ＰＴＡに事務委託
鵬雲祭負担金
積立金会計繰入
立木伐採経費               

総会・役員会経費　　　　60,783円
卒業記念品（名簿・印章）　93,800円
鵬雲祭模擬店出店経費　126,243円
過年度会費返金　　　  　25,200円
慶弔費　　　　　　 　　　5,000円

88,663
666,000

0

88,663
649,500

1,793,016

0
△ 16,500
1,793,016

359,000

252,000
130,000
100,000

0
34,000

875,000

311,026

252,000
130,000
100,000

1,793,016
0

2,586,042

△ 47,974

0
0
0
0

△ 34,000
1,711,042

収入総額　2,674,280円－支出総額　2,586,042円＝差引　88,238円（次年度へ繰り越し）
鵬雲会積立金　平成28年度末積立金額　2,709,356円　平成29年度末積立金額　2,809,935円

鵬雲祭模擬店売上収入　103,000円
第12期卒業生からの寄付　32,000円
貯金利息　1円　　過年度会費収入  8,100円

雑　収　入

計

120,337

875,000

143,101

2,674,280 1,799,280

22,764

運営活動費

事務委託費
負　担　金

記念行事積立金
飯南高校教育支援費

予　備　費
計

島根県警察
飯南町役場
美郷町役場

事業所名等 内定者数

民
間
企
業

オージェイケイ株式会社島根工場
島根イーグル株式会社
株式会社出雲村田製作所
株式会社丸八ポンプ製作所
日本郵便株式会社中国支社
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社中電工
京阪バス株式会社

　
母
校
の
存
続
発
展
に
向
け
、
全
国
の
卒
業
生
に
飯
南
高
校
を

Ｐ
Ｒ
し
、
生
徒
募
集
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
卒

業
生
会
報
「
鵬
雲
」
を
全
国
の
卒
業
生
に
配
布
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、
会
報
発
行
に
か
か
る
経
費
を
捻
出
す
る
こ
と
と
、

母
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
活
動
及
び
生
徒
勧
誘
活
動
の
経
費
確
保
の

た
め
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
一
口
千
円
の
会
費
納
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮
に
は
思
い
ま
す

が
、
ど
う
か
意
図
を
お
酌
み
取
り
い
た
だ
き
格
段
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
納
入
は
、
同
封
の
振

り
込
み
用
紙
に
よ
り
、
年
度
内
で
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
）

　
ま
た
、
卒
業
生
以
外
の
皆
様
で
賛
助
会
員
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
会
報
と
振
り
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
）
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会費納入のお願い

　そのようなすべてに感謝し、80周年、100周年へ向かって
新たな再出発を誓うために、去る10月20日、学校創立70

　母校の限りない発展を心から祈念するとともに、会員の
皆様のご健勝ご活躍をお祈りいたします。

 創立７０周年記念式典
平成３０年１０月２０日（土）

茨城大学
宇都宮大学
島根県立大学
県立広島大学
日本経済大学
立命館アジア太平洋大学
鳥取看護大学
広島文化学園大学
広島都市学園大学
美作短期大学
中国短期大学
比治山大学短期大学部
浜田医療センター付属看護専門学校
松江総合ビジネスカレッジ
島根リハビリテーション学院
出雲医療看護専門学校
リハビリテーションカレッジ島根
京都外国語専門学校
大阪アニメーションカレッジ
岡山医療福祉専門学校
穴吹調理製菓専門学校
穴吹動物専門学校
代々木アニメーション学院
広島コンピュータ専門学校
広島ビューティーアート専門学校
広島会計学院専門学校
広島リゾート＆スポーツ専門学校
島根県立高等技術校
島根職業能力開発短期大学校
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　飯南高校体育館にて創立70周年記念式典を開催したところ、50名近い来賓の方々がお越しくださ
いました。保護者の皆様・生徒・教職員合わせて300名を超える参列者となり、厳かな雰囲気の中、
執り行われました。
　創立70周年記念事業実行委員長として鵬雲会会長 小野覺氏から挨拶が行われ、島根県教育委員会 
高橋泰幸様、飯南町長 山碕英樹様からご祝辞をいただきました。アトラクションでは、飯南神楽団に
よる「山姥」が上演され、本校在校生・卒業生が多く出演しました。生徒の活躍には目を見張るもの
があり、伝統が若者に受け継がれていることを実感できる、学校と地域が一体となったとても良いア
トラクションでした。
　11月には飯南高等学校卒業生会名簿「鵬雲」が出来上がり、創立70周年記念誌は今年度中に完成
します。また、環境整備事業として、念願の屋外用トイレが今春完成予定です。

飯南神楽団「山姥」飯南町長　山碕 英樹様 祝辞
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